
豊かな資源を次世代につなぐ
「もうかる農業」の実現

浜松市農業振興ビジョン 計画期間：2025年4月1日～2035年3月31日（10年間）

基 本 理 念

「もうかる農業」とは、
営農規模や営農形態によることなく、すべての農業者が

収益を上げることをいいます。
これにより、農業にやりがいや生きがいを感じることで、
農業の持続的発展に繋がるとともに農地の保全が図られ、
農業が持つ多面的機能などの豊かな資源が継承されます。

市民においても安全・安心な
豊かな食を楽しむことができます。

持続可能で発展する農業の確立

基本方針 1

農村の保全・振興

基本方針 2

・農業者の経営意識の醸成
・認定農業者の育成・支援
・国内外への販路拡大
・安全安心な農産物の安定供給

1.農業経営の基盤強化
基本施策

・スマート農業の促進
・新技術・新品種の導入促進
・省力化の促進

3.生産性の向上
基本施策

・農地の集積・集約の促進
・耕作放棄地の解消

5.優良農地の確保
基本施策

・環境負荷低減に資する
  生産方式の導入促進
・有機農業の促進

7.環境負荷の低減
基本施策

・食農教育・地産地消の推進
・観光資源としての農山村活用
・農地の持つ多面的機能の維持
・多様な農業人材の支援

8.農村関係人口の増加
基本施策

・有害鳥獣の捕獲と防除

9.鳥獣被害対策
基本施策

・新規就農者の育成・支援
・企業参入や外国人材など
  幅広い農業人材の確保

2.担い手の確保
基本施策

・浜松産農産物の魅力発信
・6次産業化、ブランド化

4.付加価値の向上
基本施策

・基盤整備事業の推進
・農業用施設の適切な保全
・農業用施設の防災・減災・
　老朽化対策推進

6.農業生産基盤の整備
基本施策

・障がい者等農業に関する活動の環境整備

10.ユニバーサル農業（農福連携）の推進
基本施策

≪人材の確保・育成≫


